
在留資格認定証明書交付申請（日本人の配偶者）

○「申請人」とは，日本への入国・在留を希望している外国人の方のことです。

１　在留資格認定証明書交付申請書　１通

２　写真（縦４cm×横３cm）　１葉

※ 申請前３か月以内に正面から撮影された無帽，無背景で鮮明なもの。

※ 写真の裏面に申請人の氏名を記載し，申請書の写真欄に貼付して下さい。

３ 配偶者（日本人）の方の戸籍謄本（全部事項証明書）　１通

※ 申請人との婚姻事実の記載があるもの。婚姻事実の記載がない場合には，戸籍謄本に加え婚姻届出受理証明書の

提出をしていただきます。

※ 発行日から３か月以内のものを提出して下さい。

４ 申請人の国籍国（外国）の機関から発行された結婚証明書　１通

※ 申請人が韓国籍等で戸籍謄本が発行される場合には，お二方の婚姻が記載された外国機関発行の戸籍謄本の提

出でも差し支えありません。

５　配偶者（日本人）の住民税の課税（又は非課税）証明書及び納税証明書（１年間の総所得及び納税状況が記

載されたもの）　各１通

※ １月１日現在お住まいの市区町村の区役所・市役所・役場から発行されます。

※ １年間の総所得及び納税状況（税金を納めているかどうか）の両方が記載されている証明書であれば，いずれか一

方でかまいません。

※ 入国後間もない場合や転居等により，お住まいの区役所・市役所・役場から発行されない場合は，最寄りの地方出入

国在留管理官署にお問い合わせ下さい。

※ 発行日から３か月以内のものを提出して下さい。

６ 配偶者（日本人）の身元保証書[PDF]　１通

※ 身元保証人には，日本に居住する配偶者(日本人)になっていただきます。

７ 配偶者（日本人）の世帯全員の記載のある住民票の写し　１通

※ 個人番号（マイナンバー）については省略し，他の事項については省略のないものとするようお願いします。

※ 発行日から３か月以内のものを提出して下さい。

８ 質問書[PDF]　１通 

※ 平成２９年６月６日に様式を改訂しています。新様式による提出をお願いします。

各国語版はこちら

９　スナップ写真（夫婦で写っており，容姿がはっきり確認できるもの）２～３葉

10　返信用封筒（定形封筒に宛先を明記の上，４０４円分の切手（簡易書留用）を貼付したもの １通

11 その他

(1) 身元保証人の印鑑

※ 上記６には，押印していただく欄がありますので，印鑑をお持ち下さい（提出前に押印していただいた場合は結構で

す。）。

(2) 身分を証する文書等　提示

※ 上記(2)については，申請人本人以外の方（申請が提出できる方については，こちらのページを参照して下さい。）が

申請を提出する場合において，申請を提出できる方かどうかを確認させていただくために必要となるものです。

http://www.moj.go.jp/content/000007381.pdf
http://www.moj.go.jp/content/001226222.pdf
http://www.moj.go.jp/ONLINE/IMMIGRATION/16-1.html#shitumon
http://www.moj.go.jp/ONLINE/IMMIGRATION/16-1.html


※ このほか，申請いただいた後に，当局における審査の過程において，上記以外の資料を求める場合もありますので，

あらかじめ，ご承知おき願います。

留意事項

1. 在留資格認定証明書に関する手続等の案内については，出入国在留管理庁ホームページの「各種手続案内」をご

覧下さい。

2. 提出資料が外国語で作成されている場合には，訳文（日本語）を添付して下さい。

3. 原則として，提出された資料は返却できませんので，再度入手することが困難な資料の原本等の返却を希望する場

合は，申請時に申し出て下さい。

・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。・。
ほんだ行政書士事務所 - Honda Gyoseishoshi Jimusyo
〒171-0014
東京都豊島区池袋2-57-6-313
 -*-*-*Tokyo, Toshima, Ikebukuro, 2-57-6-313-*-*-*
 CEL: +81-80-9261-1445
 IP: 050-5880-3791
 FAX: 03-6740-7889【LINE】http://line.me/ti/p/MgLR03PQwr
【MAIL】honda.gyoseishoshi@gmail.com
【HP】   https://www.honda-office.info
【IG】　https://www.instagram.com/kenichiro_honda/【Twitter】https://twitter.com/HondaOffice

http://www.immi-moj.go.jp/tetuduki/index.html
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質 問 書（認定・変更用）

この質問書は，提出された申請の審査のために答えていただくものであり，重要

な参考資料となります。回答に当たっては，各質問について該当するものにチェッ

ク□レ又は○印で囲み，その他記入部分については，できるだけ具体的に，かつ詳し

く記載・説明してください。

なお，事実に反する記入をしたことが判明した場合には申請人に係る審査上不利

益な扱いを受ける場合や罪に問われる場合がありますので，提出前に，記載内容に

間違いがないことを確認し，ご自身で署名してください。

【記入に際しての説明】

※申請人（相手の方）とは，これから入国・在留のための審査を受ける外国人（我

が国に滞在を希望する外国人）を指します。

※配偶者（あなた）とは，上記申請人と婚姻している日本人又は外国人を指します。

１ お互いの身分事項について記入して下さい。日本国籍の方につきましてはフリ

ガナもお願いします。

国籍・地域 氏 名 男

申 請 人

女

氏 名 フリガナ 国籍・

地域

住 所

配 自

電 話 自宅 携帯

偶 宅 同居者の有無 □無 □有 （氏名 ）

□自己所有 □借家 家賃 円 ＬＤＫ

会社名 職務内容

者 職

所在地

場 電 話 就職年月日

年 月 日
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２ 結婚に至った経緯（いきさつ）についてお尋ねします。

（１） 初めて知り合った時期，場所や結婚までのいきさつを記入して下さい。

① 初めて会った時期： 年 月 日

場所：

② 初めて会ってから（紹介により知り合われた方は，紹介されたいきさつ

から）結婚届を出されるまでのいきさつを，年月日を示しながら，できる

だけ詳しく記載してください。

なお，行数が足りないときは，適宜の用紙を使用し記載していただいて

結構です。また，説明に関連する写真・手紙や国際電話の利用などを証明

するものを添付されても結構です。
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（２）紹介者の有無などについて

□無

□有（結婚相談所による紹介の場合は，氏名欄に会社名を記載して下さい。）

紹介者：国 籍：

氏 名： （男・女）

生年月日： 年 月 日

住 所：

電話番号：

外国人の方の場合は在留カード番号

紹介された年月日，場所及び方法

年 月 日： 年 月 日

場 所：

方 法：□写真 □電話 □対面 □Ｅ－ｍａｉｌ

□その他（ ）

紹介者と申請人（相手の方）との関係（詳しく記載して下さい）：

紹介者と配偶者（あなた）との関係（詳しく記載して下さい）：

＊紹介者との関係は，単に友人・知人と記載するのではなく，どのような関係か

詳しく記載してください。

３ 夫婦間の会話で使われている言語についてお尋ねします。

（１）日常，ご夫婦の会話に使われている言葉（例えば，中国語，日本語等）は何

ですか。

（２）お互いの母（国）語は何ですか。

① 申請人（お相手の方） 語

② 配偶者（あなた） 語
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（３）申請人（お相手の方）は，配偶者（あなた）の母国語をどの程度理解できま

すか。

□難しい＝通訳が必要 □筆談／あいさつ程度

□日常会話程度は可能 □会話に支障なし

（４）配偶者（あなた）は，申請人（お相手の方）の母国語をどの程度理解できま

すか。

□難しい＝通訳が必要 □筆談／あいさつ程度

□日常会話程度は可能 □会話に支障なし

（５）申請人（お相手の方）が日本語を理解できる場合は，いつ，どのように学ん

だのか，具体的に記載して下さい。

（６）お互いの言葉が通じない場合，どのような方法で，意思の疎通を図っていま

すか。

【方法】：

【通訳者がいた（いる）場合】

① 通訳者の氏名：

② 通訳者の国籍：

③ 通訳者の住所：

４ 日本国内で結婚された方は，結婚届出時の証人２名を記入して下さい。

（１）氏名： （男・女）

住所：

電話：

（２）氏名： （男・女）

住所：

電話：
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５ 結婚式（披露宴）を行った方は，その年月日と場所等を記入してください。

年月日： 年 月 日

場 所：

出席者：申請人側 父 母 兄 弟 姉 妹 子

配偶者側 父 母 兄 弟 姉 妹 子

双方の出席者 計 人

６ 結婚歴についてお尋ねします。

申請人（お相手の方）：□初婚

□再婚（ 回目）

前回の結婚は 年 月 日～ 年 月 日

（□離婚 □死別）

配偶者（あなた）：□初婚

□再婚（ 回目）

前回の結婚は 年 月 日～ 年 月 日

（□離婚 □死別）

７ 申請人（お相手の方）がこれまでに来日されているときは，その回数と時期を

記入して下さい。

（１）回数 回

（２）時期 来日目的（観光・仕事等）

① 年 月 日～ 年 月 日（ ）

② 年 月 日～ 年 月 日（ ）

③ 年 月 日～ 年 月 日（ ）

④ 年 月 日～ 年 月 日（ ）

⑤ 年 月 日～ 年 月 日（ ）

＊多数の場合は直近の渡航歴を記載願います。

８ 配偶者（あなた）がこれまでに申請人の母国に行かれているときは，その回数

と時期を記入してください。
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（１）知り合ってから結婚までの間（ 回）

① 年 月 日 ～ 年 月 日

② 年 月 日 ～ 年 月 日

③ 年 月 日 ～ 年 月 日

④ 年 月 日 ～ 年 月 日

⑤ 年 月 日 ～ 年 月 日

＊ 多数の場合は直近の渡航歴を記載願います。

（２）結婚後（ 回）

① 年 月 日 ～ 年 月 日

② 年 月 日 ～ 年 月 日

③ 年 月 日 ～ 年 月 日

④ 年 月 日 ～ 年 月 日

⑤ 年 月 日 ～ 年 月 日

＊ 多数の場合は直近の渡航歴を記載願います。

９ 申請人は日本から退去強制されたことがありますか（出国命令も含みます。）。

□無

□有（ 回）

10 ９で「退去強制されたことがある」と記入された方にお尋ねします。

（１）違反の内容

□不法残留（オーバーステイ）

□不法入国（密入国・偽造パスポート使用など）

□その他 （ ）

（２）退去強制などにより出国した年月日（直近のもの）と空港名

年月日： 年 月 日 空港から

（３）当時使用していたパスポートの国籍，氏名及び生年月日は，今回の申請にお

ける国籍，氏名及び生年月日と同じですか。

□同じ

□別の氏名等 国 籍：

氏 名：

生年月日： 年 月 日



- 7/8 -

（４）退去強制されるまでの間に夫婦で同居した事実がある方は，その期間と住所

を記入して下さい。

期間： 年 月 日 ～ 年 月 日

住所：

11 申請人（お相手の方）と配偶者（あなた）の親族について記入して下さい。

※日本に居住している方の電話番号は可能な限り記入して下さい。父母がお亡く

なりになっている場合には，「住所欄」に「死亡」と記載して下さい。お子さんに

ついては，（２）の表に記載して下さい。お子さんがいない場合は，「なし」と記

載して下さい。

（１）父・母・兄弟・姉妹について記載して下さい。

続柄 氏 名 年齢 住 所 電話番号

【記載例】

父 入管太郎 ６２ 東京都千代田区×× 1-2-301 03-▽△-××××

父

母

夫

の

親

族

【記載例】

父 Nyukan James V. ６２ New York, U.S.A（都市名まで） ××××-12-○○-345

父

母

妻

の

親

族



- 8/8 -

（２）お子さんについて記載して下さい。

続柄 氏 名 生年月日 住 所

【記載例】

夫の長男 入管三郎 1975.11.19 埼玉県さいたま市×× 9-8-7

妻の長女 Nyukan Mary C 1999.12.15 New York, U.S.A（都市名まで）

12 親族で今回のご結婚を知っている方はどなたですか。

（該当するところを○で囲んで下さい。）

夫側： 父 母 兄 弟 姉 妹 子

妻側： 父 母 兄 弟 姉 妹 子

以上の記載内容に誤りはありません。

年 月 日

署 名（配偶者）：

（注）事実に反する記入をしたことが判明した場合には申請人に係る審査上不利益な扱

いを受ける場合や罪に問われる場合がありますので，提出前に，記載内容に間違い

がないことを確認し，ご自身で署名してください。



別記第六号の三様式（第六条の二関係）
申請人等作成用 １ 日本国政府法務省

    For applicant, part 1 Ministry of Justice, Government of Japan

  　
  

1　国　籍・地　域 2　生年月日
Nationality/Region Date of birth

3　氏　名
Name 

Family name → Given name
4　性　別 ・ 5　出生地 6　配偶者の有無 ・

Sex / Place of birth Marital status /
7　職　業 8　本国における居住地

Occupation Home town/city
9　日本における連絡先

Address in Japan
電話番号 携帯電話番号
Telephone No. Cellular phone No.

10　旅券 (1)番　号 (2)有効期限 日
  Passport Number Date of expiration Day

11　入国目的 （次のいずれか該当するものを選んでください。） Purpose of entry: check one of the followings
□  Ｉ 「教授」 □  Ｉ 「教育」 □  Ｊ 「芸術」 □  Ｊ 「文化活動」 □ Ｋ 「宗教」 □ Ｌ「報道」

"Professor" "Instructor" "Artist" "Cultural Activities" "Religious Activities"  "Journalist"
□  Ｌ 「企業内転勤」 □  Ｌ 「研究（転勤）」 □  M 「経営・管理」 □  Ｎ 「研究」 □ Ｎ 「技術・人文知識・国際業務」

"Intra-company Transferee" "Researcher (Transferee)" "Business Manager” "Researcher"
□ Ｎ 「介護」 □ Ｎ 「技能」 □ Ｎ「特定活動（研究活動等）」 □ Ｎ「特定活動（本邦大学卒業者）」

"Nursing Care" "Skilled Labor" "Designated Activities ( Researcher or IT engineer of a designated org)" "Designated Activities (Graduate from a university in Japan)"
□ Ｖ「特定技能（1号）」 □ Ｖ「特定技能（2号）」 □  Ｏ 「興行」 □  Ｐ 「留学」 □ Ｑ 「研修」

"Specified Skilled Worker ( i ) " "Specified Skilled Worker ( ⅱ ) " "Entertainer" "Student"  "Trainee"
□ Y 「技能実習（1号）」 □ Y 「技能実習（2号）」 □ Y 「技能実習（3号）」 □  Ｒ 「家族滞在」

 "Technical Intern Training ( ⅱ )"  "Technical Intern Training ( ⅲ )" "Dependent"
□ Ｒ 「特定活動（研究活動等家族）」 □ Ｒ「特定活動（EPA家族）」 □ Ｒ「特定活動（本邦大卒者家族）」

"Designated Activities (Dependent of Researcher or IT engineer of a designated org)" "Designated Activities(Dependent of EPA)"
□  Ｔ 「日本人の配偶者等」 □  Ｔ「永住者の配偶者等」 □ Ｔ「定住者」

"Spouse or Child of Japanese National" "Spouse or Child of Permanent Resident" "Long Term Resident"
□  「高度専門職（1号イ）」 □  「高度専門職（1号ロ）」 □  「高度専門職（1号ハ）」 □ Ｕ 「その他」

"Highly Skilled Professional(i)(a)" "Highly Skilled Professional(i)(b)" "Highly Skilled Professional(i)(c)" Others
12　入国予定年月日 日 13　上陸予定港

  Date of entry Day    Port of entry
14　滞在予定期間 15　同伴者の有無 有 ・ 無

  Intended length of stay    Accompanying persons, if any Yes / No
16　査証申請予定地

  Intended place to apply for visa
17　過去の出入国歴 有 ・ 無

   Past entry into / departure from Japan Yes / No
（上記で『有』を選択した場合）　(Fill in the followings when the answer is "Yes")
 回数 回 直近の出入国歴 日 日

time(s) The latest entry from Day      to Day
18　犯罪を理由とする処分を受けたことの有無 （日本国外におけるものを含む。） Criminal record (in Japan / overseas)

有 （具体的内容 ） ・ 無
Yes  ( Detail: ) /  No

19　退去強制又は出国命令による出国の有無 有 ・ 無
   Departure by deportation /departure order Yes / No

（上記で『有』を選択した場合） 回数 回 直近の送還歴 日
 (Fill in the followings when the answer is "Yes") time(s) The latest departure by deportation Day

20　在日親族（父・母・配偶者・子・兄弟姉妹など）及び同居者
   Family in Japan (Father, Mother, Spouse, Son, Daughter, Brother, Sister or others) or co-residents

有 （「有」の場合は，以下の欄に在日親族及び同居者を記入してください。）　・　無
Yes /  No

※

（注） 裏面参照の上，申請に必要な書類を作成して下さい。　Note : Please fill in forms required for application. (See notes on reverse side.)

3について，有効な旅券を所持する場合は，旅券の身分事項ページのとおりに記載してください。
Regarding item 3, if you possess your valid passport, please fill in your name as shown in the passport.
20については，記載欄が不足する場合は別紙に記入して添付すること。なお,「研修」，「技能実習」に係る申請の場合は，「在日親族」のみ記載してください。
Regarding item 20, if there is not enough space in the given columns to write in all of your family in Japan, fill in and attach a separate sheet.
In addition, take note that you are only required to fill in your family members in Japan for applications pertaining to “Trainee” or “Technical Intern Training”.

Yes / No
有・無

Yes / No

有・無

有・無
 Yes / No

有・無
 

Relationship Name Date of birth Nationality/Region Intended to reside
with applicant or not Place of employment/school Residence card number

Special Permanent Resident Certificate number

 Yes / No

(If yes, please fill in your family members in Japan and co-residents in the following columns)

続　柄 氏　名 生年月日 国　籍・地　域 同居予定の有無 勤務先名称・通学先名称
在留カード番号

特別永住者証明書番号

 

年 月

月
Year Month Year Month

月 から 年

Year Month

Year Month

年

Month

"Engineer / Specialist in Humanities / International Services" 

 "Technical Intern Training ( i )"

"Designated Activities(Dependent of Gradutate from a university in Japan)"

年 月
 

 
年 月

Year

日
Year Month Day

男 女
 

有 無

 
年 月

在　留　資　格　認　定　証　明　書　交　付　申　請　書
APPLICATION FOR CERTIFICATE OF ELIGIBILITY

法 務 大 臣 殿
 To the Minister of Justice

　出入国管理及び難民認定法第７条の２の規定に基づき，次のとおり同法第７条第１項第２号に
掲げる条件に適合している旨の証明書の交付を申請します。
Pursuant to the provisions of Article 7-2 of the Immigration Control and Refugee Recognition Act,  I hereby apply for
the certificate showing eligibility for the conditions provided for in 7, Paragraph 1, Item 2 of the said Act.

Male Female Married Single

写 真

Photo

40mm×30mm



申請人等作成用 ２　　　Ｔ　（「日本人の配偶者等」・「永住者の配偶者等」・「定住者」） 在留資格認定証明書用

For applicant, part 2  T （"Spouse or Child of Japanese National" / "Spouse or Child of Permanent Resident" / "Long Term Resident")     For certificate of eligibility

21　身分又は地位 Personal relationship or status
□ 日本人の配偶者 □ 日本人の実子 □ 日本人の特別養子

Spouse of Japanese national Biological child of Japanese national
of Article 817-2 of the Civil Code (Law No.89 of 1896)

□ 永住者又は特別永住者の配偶者 □ 永住者又は特別永住者の実子
Spouse of Permanent Resident or Special Permanent Resident Biological child of Permanent Resident or Special Permanent Resident 

□ 日本人の実子の実子 □ 日本人の実子又は「定住者」の配偶者
Biological child of biological child of Japanese national Spouse of biological child of Japanese national or "Long Term Resident"

□ 日本人・永住者・特別永住者・日本人の配偶者・永住者の配偶者又は「定住者」の未成年で未婚の実子
Biological child who is a minor and single of Japanese,"Permanent Resident","Special Permanent Resident", Spouse of Japanese national, 
Spouse of Permanent Resident or "Long Term Resident" 

□ 日本人・永住者・特別永住者又は「定住者」の６歳未満の養子
Adopted child who is under 6 years old of Japanese,"Permanent Resident","Special Permanent Resident" or "Long Term Resident"

□ その他( )
Others

22　婚姻，出生又は縁組の届出先及び届出年月日 Authorities where marriage, birth or adoption was registered and date of registration
(1)日本国届出先 届出年月日 日

Japanese authorities Date of registration Day

(2)本国等届出先 届出年月日 日
Foreign authorities Date of registration Day

23　申請人の勤務先等 Place of employment or organization to which the applicant is to belong

(1)名称 支店・事業所名
Name Name of branch

(2)所在地 電話番号
Address Telephone No.

(3)年　収 円
Annual income Yen

24　滞在費支弁方法 Method of support to pay for expenses while in Japan
(1)支弁方法及び月平均支弁額 Method of support and an amount of support per month (average)

□ 本人負担 円 □ 在外経費支弁者負担 円
Self Yen Supporter living abroad Yen

□ 在日経費支弁者負担 円 □ 身元保証人 円
Supporter in Japan Yen Guarantor Yen

□ その他 円
Others Yen

(2)送金・携行等の別 Remittances from abroad or carrying cash
□ 外国からの携行 円 □ 外国からの送金 円

Carrying from abroad Yen Remittances from abroad Yen
（携行者 携行時期 ） □ その他 円
  Name of the individual Date and time of Others Yen
  carrying cash carrying cash

(3)経費支弁者（後記２５と異なる場合に記入） Supporter (Fill in the following in cases where different person other than that given in 25 below.)
①氏　名

Name
②住　所 電話番号

Address Telephone No.
③職業 （勤務先の名称） 電話番号

Place of employment Telephone No.
④年　収 円

Annual income Yen

※（２）については，主たる勤務場所の所在地及び電話番号を記載すること。
     For sub-items (2) , give the address and telephone number of your principal place of employment.

Month

※日本における勤務予定先を記載すること。
     Fill in the name of the intended place of work in Japan.

Year
年 月

Child adopted by Japanese nationals in accordance with the provisions

年 月
Year Month



申請人等作成用 ３　　　Ｔ　（「日本人の配偶者等」・「永住者の配偶者等」・「定住者」） 在留資格認定証明書用

For applicant, part 3  T （"Spouse or Child of Japanese National" / "Spouse or Child of Permanent Resident" / "Long Term Resident")     For certificate of eligibility

25　扶養者 （申請人が扶養を受ける場合に記入） Supporter (Fill in the followings when the applicant is to be supported.)
(1)氏　　名

Name
(2)生年月日 日 (3)国　籍・地　域

Date of birth Day Nationality/Region
(4)在留カード番号 / 特別永住者証明書番号

Residence card number / Special Permanent Resident Certificate number
(5)在留資格 (6)在留期間 (7)在留期間の満了日 年 日

Date of expiration Year Day

(8)申請人との関係 （続柄） Relationship with the applicant
□ 夫 □ 妻 □ 父 □ 母

Husband Wife Father Mother
□ 養父 □ 養母 □ その他 （ ）

Foster father Foster mother Others
(9)勤務先名称 支店・事業所名

Place of employment Name of branch
(10)勤務先所在地 電話番号

Address Telephone No.
(11)年　収 円

Annual income Yen
26　在日身元保証人又は連絡先 Guarantor or contact in Japan

(1)氏　名 (2)職　業
Name Occupation

(3)住　所
Address
電話番号 携帯電話番号
Telephone No. Cellular Phone No.

27　申請人，法定代理人，法第７条の２第２項に規定する代理人
   Applicant, legal representative or the authorized representative, prescribed in Paragraph 2 of Article 7-2.
(1)氏　名 (2)本人との関係

Name 　 Relationship with the applicant
(3)住　所

Address
電話番号 携帯電話番号
Telephone No. Cellular Phone No.

I hereby declare that the statement given above is true and correct. 
申請人（代理人）の署名／申請書作成年月日 Signature of the applicant (representative) / Date of filling in this form 

年 月 日
Year Month Day

 申請書作成後申請までに記載内容に変更が生じた場合，申請人（代理人）が変更箇所を訂正し，署名すること。

※　取次者 Agent or other authorized person
(1)氏　名 (2)住　所

Name Address
(3)所属機関等 Organization to which the agent belongs 電話番号 Telephone No.

Year Month

月
Status of residence Period of stay Month

年 月

注 意
Attention In cases where descriptions have changed after filling in this application form up until submission of this application, the applicant (representative)

must correct the part concerned and sign their name.

以上の記載内容は事実と相違ありません。



身 元 保 証 書
年 月 日

法 務 大 臣 殿

国 籍

氏 名

上記の者の本邦在留に関し，下記の事項について保証いたします。

記
１ 滞 在 費

２ 帰 国 旅 費

３ 法 令 の 遵 守
上記のとおり相違ありません。

身元保証人
氏 名 印

住 所 ℡

職業（勤務先） ℡

国籍（在留資格，期間）

被保証人との関係


	書類リスト：在留資格認定証明書交付申請（日本人の配偶者）
	質問書
	001290114
	申請人用（認定）１
	申請人用（認定）１（裏）
	申請人用２Ｔ
	申請人用３Ｔ

	身元保証書



